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ろつこう 第29号

無事戻し金支払い状況

農
作
物
　
畑
作
物
及
び
園
芸
施
設
共
済
無
事

戻
し
金
を
９
月
「
日
、
各
指
定
金
融
機
関
へ
振

込
み
ま
し
た
。

共済目的別に過去3年間において、無被害又は支払われた共済金及び無事戻

し金が、3年間に納めた掛金の1/2に満たなかった場合1/2を 限度として支払わ

れま丸

※掛金は毎年10,000円 としま魂

○このように過去に支払われた金額により無事戻し金の額は毎年変わります。

毎年の詳しい支払額等はお問い合わせ下さい。

35,749,989円

250,534円

1,765円

27,155,911円

過去 3年F85で、共済金・無事戻し金の支払が無かつた場合

(10,000円 ×3年Fo5)X1/2-0円 無事戻 し金 15,000円

過去3年F85で、共済金が5,000円支払われた場合

(10,000円 ×3年Fo5)X1/2-5,000円 無事戻 し金 10,000円

過去 3年間で、共済金30,000円・無事戻し金で5,000円が支払われた場合

(10,000円 ×3年間)× 1/2-35,000円 無事戻 し金    0円
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10月 8日 に福島県郡山市ホテル華の湯に

於いて、建物共済制度60周年記念茨城県大

会が開催されました。今大会において当組

合は、建物共済の平成20年度の事業実績が

認められ、全国農業共済協会長賞を受賞い

たしました。

大会は、3兆 1,521億 円の引受で県下16万

農家の資産保全に寄与 してきましたが、農

業経営の安定と地域農業の発展に貢献すべ

く、なお一層の建物共済の事業発展を期す

ることを決議 し、閉会 しました。
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表彰を受ける山本副組合長

鰹欄換機ι[｀
'°
°⑮薄圏以上の珈ム機の簡さ4ヘ

宅用火災警報器を無料進呈中ですノ

この機会にぜひこカロ入を′

本年度より火災共済 (一般造)総 合共済の掛金がお安くなっています

安い掛金で大きな補償をするのがNOSAの建物共済です

このII会に加入内容の見直しをしてみませんか?

NOSAの建物共済は、建物 家具類等のあなたの大切な財産を不慮の災害からお守りします

万が一に備え、再取得価格いつまいまでの加入をおすすめしています
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「
信

頼

の
き

ず

な
」

実
践
強
化

運
動

の
広

報
活
動

の

一
環
と

し

て
、
組

＾
日
の
Ｐ
Ｒ
を

目
的
と

し
た
地
域

イ

ベ
ン
ト
等

へ
の
参
加

を
し
て
い
ま
す
。

ノ
ー
サ
イ
く
ん
は
い
つ
で
も

人
気
者
で
す

本

年

度

は
、

１０

月

３
日
ヽ
４
日
の
２
日
間

に
亘
り
開
催

さ
れ
た
、

「
鉾

田
う
ま
か

っ
ベ

フ

エ
ス

タ
０９
」
に
参

加

し
て
、
来
場
者

へ
風
船

の
無
料
配
布
を
行

い
、

地
域

の
方

々
と
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

沐
0   0

ヽヾ
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茨城旭村農業協同組合

かしまなだ農業協同組合

しおさい農業協同組合

なめがた農業協同組合

常  陽  銀  行

関 東 つ く ば 銀 行

茨  城  銀  行

ステージ上でPR
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農業共済組合は公共性を有する組織として、その社会的信用の損なうことのないよう、

適正な事業運営が求められています。昨今の社会情勢から監督官庁であります農林水産

省より、事故防止の観点からも農業共済掛金等の納入方法について、現金による納入か

ら口座振替による納人に移行すべ く指導がございました。

今後も引受及び共済金等の支払いの 141・全化を図るため、『口座振替』への移行を推進

してまいりますので、再三のお願いとなりますが、まだ提出頂いていない加人者の方に

つきましては、ご理解とご協力をお願いいたします。

□座振替のできる金融機関

東 日 本 銀 行

茨 城 県 信 用 組 合

水 戸 信 用 金 庫

佐 原 信 用 金 庫

銚 子 信 用 金 庫

ゆうち ょ銀行 (郵便局)

詳 しくは企画課 まで3弱ι吟 わせ下さι)
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食
の
安
全
と
土
作
り

鉾
田
市
下
富
田

浅

野
　

力

雄

さ

ん

（
５５
）

こ

一
家

我
が
家
で
は
、
私
達
夫
婦
　
息
子
夫
婦
と
研
修
生
で

水
菜
　
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
の
施
設
野
菜
経
営
を
営
む
専
業

農
家
で
す
。

年
々
食
の
安
全
と
健
康
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

食
の
安
全
性
が
問
わ
れ
る
中
で
、
自
家
製
堆
肥
と
有
機

質
肥
料
で
土
作
り
に
取
り
組
み
、
連
作
障
害
を
防
く
と

と
も
に
、
味
の
良
い
作
物
と
減
農
薬
を
目
指
し
て
農
業

経
営
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
消
費
者
の
皆
様
に
、
美
味
し
く
安
全
　
安
心

な
食
物
を
届
け
る
為
に
、
家
族
協
力
し
合
っ
て
生
産
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友―さん (長男)人 美さん (長男の妻)

力雄さん   真知子さん (妻 )

藍さん (孫)   ●ll海くん (孫 )

岡
野
　
佳
織

さ
ん

鹿
嶋
市
和

Ｈ
２
年
４
月
４
日
生

・
Ａ
型

鹿
島
の
杜
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
勤
務

☆
趣
臨
は
ア

音
楽
鑑
賞
　
カ
ラ
オ
ケ
　
ト
ラ
イ
ブ

☆
理
想
の
男
性

（タ
イ
フ
）
は
７

優
し
く
て
、
お
も
し
ろ
く
て
、

一
緒
に
い
て
安
心
す
る
人

頼
り
が
い
の
あ
る
人

★
将
来
の
夢
は
７

あ
た
た
か
く
て
、
幸
せ
な
家
族
を
築
く
こ
と
¨

★
農
業
に

つ
い
て

普
段
、
私
た
ち
が
何
げ
な
く
食
べ
て
い
る
お

米
や
野
菜
な
ど
は
、
農
家
の
人
た
ち
が
心
を
込

め
て
作

っ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
考
え
る

と
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ば
い
に
な
り
ま
す
。

異
常
気
象
で
農
作
物
を
育
て
る
の
も
大
変
か

と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
く

だ
さ
い
。

応
援
し
て
ま
す
★

消
費
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

潮
来
市
延
方

谷
田
　
哲
也

さ
ん

（２８
）

就
農
し
て
「
年
目
を
迎
え
、
主
に
葉
物

水
稲
を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
「お
い
し

い
　
安
心
　
安
全
」
な
作
物
を
作

っ
て
い

き
た
い
で
す
。

ま
た
、
地
域
の
青
年
後
継
者
と
交
流
を

図
り
な
が
ら
農
業
発
展
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
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名
所
―■
跡
発
見

巴
川
を
望
む
鉾
田
市
大
和
円
に
主
石
神
社
は
あ
る
。

常
陸
国
二
十
八
社

（廿
八
座
）
の

一
で
あ
る
上
石
神

社
は
、
社
伝
に
よ
る
と
「
上
古
里
人

一
挙
石
を
土
中
よ

り
拾
う
。
そ
の
石
、
成
長
し
て
止
ま
ず
。
神
の
宿
り
給
う

●
し
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
〓
〓

は
　

も
の
と
畏
み
、
こ
れ
を
浄
地
に
昔
く
。
祈
る
に
験
あ
り
。

ユ
　

石
の
■
に
社
を
建
て
主
石
大
明
神
と
崇
め
る
。
そ

の

石
、
今
も
成
長
し
、
社
の
縁
板
を
折
掲
し
板
を
削
り
対

処
し
た
。
」
と
あ
る
。

そ
の
石
は
４
～
５
尺
余
り
の
大
き
さ
と
な
り
、
光
を

放

っ
て
い
た
。
そ
こ
へ
老
翁
が
出
現
し

「吾
は
大
山
祇

神
」
と
名
乗

っ
て
消
え
た
と
い
う
伝
え
も
あ
る
。

主
石
神
社
出
来
記
に
、
瀬
戸
内
海
の
大
三
島
に
あ
る
大
山
祇
神
社
の
本
社
と
あ
る
。
主
石

神
社
は
古
く
よ
り
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
後
御
祭
神
、
神
石
か
ら
大
山
祇
神
社
と
の
関
連
が

生
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
．

本
殿
は
天
正
年
間

（
１
５
７
３
，
１
５
９
１
）
の
建
築
と
の
伝
え
が
あ
る
が
記
録
は
無

い
。
し
か
し
、
そ
の
時
代
の
様
相
を
各
所
に
示
し
、
全
体
に
簡
素
で
あ
る
こ
と
も
そ
の
特
徴

で
あ
る
。

化
粧
垂
木
は

「
反
り
増
し
」
の
技
法
で
先
端
部
を
反
ら
せ
断
面
を
大
き
く
し
て
い
る
。
横

羽
日
板
に
縦
挽
き
鋸
の
跡
が
あ
り
、
柱
の
溝
に
入
れ
る
部
を
丸
刃
手
斧
で
削
る
な
ど
の
上

具
の
歴
史
、
伝
橋
の
状
況
を
知
る
上
で
大
切
で
あ
る
。
向
拝
柱
の
大
面
収
り
や
、
丸
柱
に
制

作
の
過
程
を
残
し
、
正
面
上
部
の
彫
り
物
も
広
く
、
浅
く
時
代
相
を
見
せ
、
二
間
社
流
れ
造

り
に
珍
し
く
店
棚
造
り
に
す
る
な
ど
建
築
史
の
上
か
ら
も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
．

昭
和
六
十
二
年
に
建
築
物
と
し
て
町
指
定
文
化
財
（現
鉾
田
市
指
定
文
化
財
）
と
な
る
。

‐  建物共済は、おかげさまで記念すべき年
・■

II111を迎えました。皆さまの建物を守る共済とし

てこれからもよろしくお願いいたします。

|,  さて、この建物共済は     _|・
■  制度施行何周年でしようか?  ■

・■__ 塾
=を

お答え下さい .__●

０６

鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

一
一

´
２

鹿
行
農
業
共
済
組
合

――

　

　

企

画

課

行

３

編
集
後
記

先
日
通
過
し
た
台
風
郎
号
の
影
響
で

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
や
建
物
の
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
に
は
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し

Ｌ
げ
ま

す
。

災
害

へ
の
備
え
は
万
令
で
し
、
一
う

か
，

こ
の
機
会
に
満
額
加
人
で
安
心

な
農
家
経
営
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
情
報
や
ご
意
見
　
ご
要

望
等
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
．

■問題の答え

OO周 年

■広報紙やNOSAに
対する

こ意見 こ要望

■住 所 ■電話番号

口氏 名 ■職 業

■年 齢

◇ 応募方法
はがきで、左記事項を必ず記入の上、鹿行農業共済組合

企画課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたして

おります。正解者の中から抽選で粗品をブレゼントいた

します。
※●専者の個人1言

=「
は +..の 発■■び■■早丼IILこのみ使粒・ します。

◇ 締 切
平成 21年 12月 20日 (当 日消E日 有効)

0メールアドレス
qu12@nosa rokko orip


